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無処置の BT6F1 (C57BLX CBA-T6 T6) マウスに， C57BLマウスのリンパ節細胞75X10 6 個，
あるいは骨髄細胞10 6 個のいずれか一方のみを静脈内に注射しでも ， F1 マウスの牌には何ら結節形成
が認められないが，両方の細胞を同時に注射すると，その18日後の牌に造血細胞コロニーが肉眼的結
節として観察された D このコロニー数は，注射する骨髄細胞数に比例して増加した。他方， BT6F1 
マウスのリンパ節細胞と骨髄細胞を同時に同系 Fl マウスに注射しでも，牌コロニーは形成されなか
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った口次に，前述の牌、コロニーの由来を 2 つの方法によって調べた。まず， BT6F1 マウスの牌に含
まれる CFU-Sの数を測った。 C57BLマウスのリンパ節細胞だけを注射した Fl マウスの牌の CFU­
S数は激減し， 5 日後にはほぼ皆無となり，以後も増加しなかった。一方， C57BLマウスのリンパ節
細胞に骨髄細胞 (2 X10 6 ) を加えて同時に注射した Fl マウスでは，その18日後の牌には，無処置対









遺伝的に正常な BT6F1 マウスに，放射線照射や細胞障害性薬剤の投与を施さずに ， C57BLマウス
のリンパ節細胞と骨髄細胞とを同時に移植すると，その18日後の Fl マウスの牌に造血細胞コロニー
が生じた。この牌に含まれる CFU- S，及び，コロニー内で分裂中の細胞は，共に C57BLマウス由来
であった。 C57BLマウスのリンパ節細胞だけを注射した場合の FI マウスの牌の CFU-S は激減した
ままで， 18 日後ではほぼ皆無に等しく，カつ肉眼的な結節も認め得なかった。一方，同系統マウスの
リンパ節細胞の注射を受けた BT6F1 マウスでは，牌の CFU-Sの減少は起らず，また，同系統マウス
のリンパ節細胞と骨髄細胞とを同時に注射しでも， Fl マウスの牌にコロニー形成は生じなかったO
以上の結果から，何らかの処置によって，牌の CFU-S をなくせば，その牌には， CFU-Sの増殖
によるコロニー形成を許す環境がつくられるものと考える。
論文の審査結果の要旨
マウスにおける牌コロニー形成法は，造血幹細胞の増殖と分化を研究する上で，最も重要な手段の
一つであるが，牌コロニーをつくる宿主としては， x線照射，あるいは，細胞障害性薬剤の投与をう
けたマウスが用いられてきた。
本研究は，これらの処理が牌コロニーの形成に必ずしも必要ではないことを示し，宿主固有のCFU
-S (多能な造血幹細胞)の数の減少が，本質的な条件である可能性を， GVH反応を手段として利用
した実験で示した。
従って，本研究は造血幹細胞の増殖機構の解明に役立つものと判断する。
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